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五
十
二
年
度

当

初

予

算

総
額
六
十
四
犠
八
千
四
百
万
円

新
年
度
の
予
算
な
ど
を
審
議
す
る
=
一
月
定
例
市
議
会
は
、
一
二
月
十
一
日
か
ら
+
三
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

総
額
六
十
四
億
八
千
四
百
三
十
五
万
七
干
円
の
各
会
計
予
算
の
ほ
か
、
老
人
福
祉
増
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
、
四
十
七
議
案
を
慎
震
審
議
し
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
新
年
度
予
算
を
上
程
す
る
に
あ
た

り
近
田
市
長
は
施
政
の
基
本
的
な
方
針
を
次
の
よ
う
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

本
市
は
、
発
足
以
来
乙
乙
に
二
十
四

年
を
迎
え
、
乙
の
問
、
歴
代
理
事
者
を

は
じ
め
市
議
会
議
員
、
さ
ら
に
は
市
民

の
皆
さ
ん
の
一
体
と
な
っ
た
力
に
よ

っ
て
今
日
の
発
震
を
見
た
の
で
あ
り
ま

す。
今
後
は
こ
れ
を
基
礎
に
、
豊
か
で
よ

り
幸
せ
な
犬
山
川
市
を
築
き
上
げ
て
い
く

こ
と
が
市
民
す
べ
て
の
願
い
で
あ
り
、

ま
た
、
私
に
諜
せ
ら
れ
た
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

の
声
に
耳
を
傾
け
、
融
和
と
協
調
を
は

か
り
な
が
ら
、
生
活
福
祉
、
教
育
の
振

興
の
上
に
立
っ
て
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
物

心
両
国
に
わ
た
る
豊
か
な
市
政
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
都
市
お
と
し
よ
り
の
福
祉
を
向
上
す
る
た

し
か
し
、
今
日
の
地
方
財
政
は
ご
承
墨
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、
商
工
間
体
の
め
に
老
人
家
庭
相
談
員
を
、
今
ま
で
の

知
の
よ
う
な
政
局
と
経
済
情
勢
の
中
で
育
成
、
商
業
近
代
化
の
推
進
、
そ
の
ほ
二
十
五
人
か
ら
五
十
二
人
に
矯
員
し
ま

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
も
か
地
場
産
業
の
育
成
な
ど
に
配
慮
し
て
し
た
。

十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
は
ふ
る
さ
と

を
知
る
と
と
か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
私
た

ち
の
大
洲
は
、
古
い
文
化
を
誇
り
、
祖

先
の
遺
産
は
脈
々
と
生
き
続
い
て
い
ま

す
。
し
か
レ
、
激
動
す
る
時
代
の
流
れ

の
中
で
、
そ
れ
ら
は
と
か
く
忘
れ
ら
れ

た
り
、
見
失
わ
れ
が
ち
と
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
の
桐
先
が
い
か
に
生

き
、
い
か
な
る
文
化
を
残
し
た
か
を
知

る
こ
と
は
、
私
た
ち
が
現
在
を
ど
う
生

き
る
べ
き
か
、
将
来
の
大
洲
は
い
か
に

あ
る
べ
き
か
の
方
向
を
示
し
て
く
れ
ま

す
。
市
立
博
物
館
は
そ
う
し
た
点
で
役

に
笠
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
博
物
館
の
い
の
ち
は
資
料
で

す
。
建
物
は
で
き
て
も
内
容
が
と
も
な

わ
な
け
れ
ば
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
教

育
委
員
会
で
は
、
専
門
の
担
当
者
を
置

い
て
、
日
下
、
資
料
の
調
査
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
あ
る
と
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。

5月の納税

___.隆
一ー一ー_A

つ
の

い
が
実
現

ー
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
建
築
進
む
l

グ
市
内
に
博
物
館
を
M
H

と
い
う
願

い
は
必
あ
る
市
民
の
す
べ
て
が
十
類
年

も
前
か
ら
一
言
い
続
け
て
来
た
こ
と
で
あ

り
、
グ
肱
北
の
人
た
ち
の
身
近
な
と
こ

ろ
に
話
レ
合
い
と
憩
い
の
場
を
M
H

と
い

う
こ
と
も
か
な
り
前
か
ら
の
願
い
で
し

た
。
今
、
と
の
二
つ
の
願
い
が
一
度
に

実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
道
五
六
号
線
沿
い
、
回
中
村
公
会

堂
跡
に
進
め
ら
れ
て
い
る
工
事
が
そ
れ

で
す
。鉄
筋
五
階
建
て
、
冷
暖
房
や
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
、
博
物
館
の
た
め
の
湿
度
調
節

装
置
も
完
備
し
た
近
代
的
ピ
ル
は
、
総

工
費
約
一
一
一
億
円
、
今
年
十
一
月
完
成
を

目
標
に
、
着
々
と
建
設
が
進
め
ら
れ
て

ヰ
い
ま
す
。

大

企

行

集

発

編

一
階
は
駐
車
場
と
機
械
室
。
消
毒
室

消
防
分
団
の
詰
所
、
二
階
と
=
一
階
が
公

民
館
で
、
二
階
に
は
調
理
実
習
室
a

結

婚
式
場
兼
会
議
室
・
二
十
四
畳
敷
き
の

和
室
が
二
室
、
そ
の
中
の
一
室
は
茶
室

と
し
て
も
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
一
一
一
階
は
ス
テ
ー
ジ
付
き
の
大
会

議
室
・
小
集
会
の
た
め
の
和
室
が
二
室

あ
り
ま
す
。

四
階
、
五
階
が
惇
物
館
に
な
り
ま
す

が
、
貴
重
な
資
料
を
収
納
、
展
示
す
る

た
め
に
細
心
の
配
慮
か
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
常
設
展
示
室
が
二
室
、
特
別
展
示

室
が
一
室
と
、
ほ
か
に
、
視
聴
覚
室
・

研
究
室
。
資
料
室
』
集
約
収
蔵
庫
・
図

書
室
・
博
物
館
事
務
室
な
ど
が
あ
り
、

建
物
の
延
べ
面
積
は
、
約
二
千
六
百
七

施
政
方
針
の
概
要

施政方針を述べる近田市長

そ
の
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
い
ま
し
て
、
私
は
園
、
県
と
緊
密

な
つ
な
が
り
の
も
と
に
財
源
の
確
保
を

は
か
り
な
が
ら
財
政
の
効
率
的
な
運
営

を
行
い
、
あ
く
ま
で
も
健
全
財
政
を
維

持
レ
な
が
ら
積
極
的
な
市
政
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

私
は
こ
の
理
念
の
も
と
に
具
体
的
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
が
、
次

の
六
つ
の
項
目
を
重
点
に
今
後
の
市
政

を
推
進
レ
て
い
く
所
存
で
す
。

産
業
経
済
の
掻
興

農
林
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
国

営
総
合
農
地
開
発
事
業
を
は
じ
め
、
広

域
営
農
団
地
農
道
整
備
事
業
、
闇
暗
村
総

合
整
備
モ
デ
ル
事
業
、
高
産
経
営
環
境

整
備
事
業
、
養
豚
団
地
育
成
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業
な
ど
の
基
盤
整
備
事
業
を
す
す

め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
第
二
次
山
村
泊
域
農
林
漁

業
特
別
対
策
事
業
の
奨
胞
を
す
す
め
る

ほ
か
、
新
し
い
時
代
の
農
業
後
紋
者
の

育
成
を
は
か
り
ま
す
。

林
業
の
振
興
を
は
か
る
た
め
、
第
二

次
林
業
構
造
改
善
事
業
の
推
進
、
松
く

い
虫
の
防
除
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
配

慮
し
て
い
き
ま
す
。

商
工
業
の
握
興

い
き
ま
す
包
ま
た
観
光
行
政
の
推
進
で

は
、
公
園
の
整
備
を
は
じ
め
、
恵
ま
れ

た
自
然
を
生
か
し
た
観
光
地
づ
く
り
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

生
活
環
境
の
整
構

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
生

活
環
境
の
整
備
を
す
す
め
て
い
き
ま
す

市
道
の
改
良
舗
装
を
五
か
年
計
画
に

そ
っ
て
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

上
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
第
三

次
拡
張
計
画
に
従
い
、
生
活
用
水
の
確

保
を
は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
下
排
水
路
の
獲
備
、
市
営
住

宅
の
建
設
、
小
集
落
旭
区
住
宅
の
建
設

同
和
対
策
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
、
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ユ
一
一
一
ア
ィ
行
政

の
推
進

市
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
の
上

に
立
っ
た
市
政
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す

た
め
に
、
広
報
、
広
穂
荷
動
内
充
実
を

は
か
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
推
進
の
た
め
に
、
集
会
所
の
建

設
、
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
解
消
、
と

の
ほ
か
、
余
暇
活
動
と
健
康
づ
く
り
な

ど
に
つ
い
て
も
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

福
祉
の
充
実

さ
ら
に
、
健
康
管
理
の
閉
成
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
育
成
に
配
慮
し
て
い
き
ま

す。
ま
た
、
保
育
所
入
所
希
望
者
の
増
加

に
対
応
し
て
、
保
育
所
の
建
設
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
@

乙
の
ほ
か
、
社
会
的
弱
者
と
い
わ
れ

る
身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者
、
母
子

家
庭
な
ど
の
福
祉
の
充
実
に
配
慮
し
て

い
き
ま
す
@

教
育
文
化
行
政
の
推

進学
校
教
育
の
充
実
を
は
か
る
た
め
、

喜
多
小
学
校
管
理
棟
の
増
築
計
画
を
は

じ
め
、
教
材
備
品
の
充
実
、
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
の
施
設
の
整
備
を
す
す
め
ま

す。
社
会
教
育
の
充
実
で
は
、
青
年
図
、

婦
人
会
の
育
成
を
は

b
め
、
新
谷
中
学

校
屋
外
運
動
場
の
夜
間
照
明
施
設
の
設

呂
田
、
=
一
善
公
民
館
の
改
築
、
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
設
備
の
充
実
な
ど
に
配
慮
し

て
い
く
所
存
で
す
o

新
年
度
予
算

予
算
総
額
は
、
六
十
四
億
八
千
四
百

一
ニ
十
五
万
七
千
円
で
前
年
度
に
比
べ
、

一
二
@
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
ろ
ち
一
般
会
計
予
算

は
、
四
十
一
億
二
千
四
百
三
+
万
円
で

前
年
度
に
比
べ
、
九
@
二
パ
ー
セ
ン
ト

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

建築進む社会教育センター

別予算

別 |予旦竺-1
4，124，300千円|

1，419，964 I 
|川93

〆3月末日現在、
38.558人{住民基本台帳)

、による J 
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20，088人一133
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洲市役所
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計

計
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I
ム-
A

メ主、
コミ

般

別

業

企益、
τ五

一

特

事

監
査
委
員
に
滝
野
氏

選
任

市
監
査
萎
一
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

滝
野
茂
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

住

所

大

洲

市

新

谷

町

生
年
月
日
大
正
一
万
年
十
二
月
二
十
日

こ
い
の
ほ
り
に
よ

る
感
電
事
故
防
止

。
こ
い
の
ぼ
り
の
さ
お
は
、
鉄
パ
イ

プ
な
ど
の
金
関
製
の
も
の
よ
り
、

よ
く
乾
い
た
竹
、
木
な
ど
の
も
の

を
選
び
、
こ
い
の
ぼ
り
ゃ
吹
き
流

レ
が
、
電
線
に
巻
き
つ
い
た
り
し
な

い
よ
う
電
線
か
ら
離
れ
た
と
と
ろ
へ

立
て
ま
し
ょ
う
。

O

万
一
、
こ
い
の
ぼ
り
ゃ
吹
き
流
し

が
電
線
に
巻
き
つ
い
た
り
、
さ
お
か

電
線
に
倒
れ
か
か
っ
た
と
き
は
、
危

険
で
す
か
ら
絶
対
に
手
を
触
れ
な
い

よ
う
に
し
、
す
ぐ
、
四
国
電
力
大
洲

営
業
所
へ
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
っ
て
立
て
る
「
こ
い
の
ぼ

り
」
の
季
節
が
近
づ
き
ま
し
た

と
こ
ろ
で
、
こ
い
の
ぼ
り
の

さ
お
か
電
線
に
触
れ
た
り
、
倒

れ
か
か
っ
て
感
電
事
故
を
起
こ

す
乙
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
い
の
ぼ
り
を
立
て
る
と
き

は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
レ

よ?っ。
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手
帳
を
と
持
参
の
う
え
郵
便
局
に
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
代
理
の
か
た
、
ま
た
は
郵

便
に
よ
る
お
申
し
出
も
結
構
で
す
。

(
郵
便
に
よ
る
場
合
は
、
ご
本
人
の

手
帳
番
母
、
級
別
、
住
所
、
ま
た
は

居
所
、
氏
名
を
ご
記
入
の
う
え
、
押

印
し
て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
)

O

受
付
期
周
、
昭
和
五
+
二
年
四
月

一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

O

申
し
出
の
用
紙
は
、
郵
便
局
、
福

祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。

O

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
こ
と
は
、
郵

便
局
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
.

大
洲
地
区
広
減
消
防
事
務
組
合
に
お

け
る
、
昭
和
五
+
一
年
中
の
救
急
車
の

出
動
回
数
は
、
干
十
七
回
で
、
前
年
の

七
百
四
に
比
べ
る
と
大
幅
に
増
え
て
い

ま
す
。救
急
車
は

一
刻
も
早
く

治
療
が
必
要

な
人
を
医
療

機
関
へ
搬
送

す
る
た
め
の

も
の
で
す
・

次
の
よ
う
な

と
き
は
、
一

一
九
番
へ
連

絡
し
て
、
正

し
く
利
用
し

ま
レ
ょ
う
。次
の

カ
ヱ
さ
ん
、
保
健
体
育
部
楠
野
八
平
代

さ
ん
、
福
祉
部
大
藤
文
子
さ
ん
か
ら
五

十
一
年
度
の
各
専
門
部
の
笑
践
活
動
報

告
が
あ
り
ま
し
た
・

第
二
部
は
、
「
姑
、
嫁
で
学
留
す
る

婦
人
学
級
」
久
米
婦
人
会
白
石
愛
子
さ

ん
、
「
新
谷
婦
人
会
の
あ
ゆ
み
」
新
谷

婦
人
会
平
井
シ
カ
ヨ
さ
ん
、
「
生
き
が

い
を
求
め
て
」
菅
田
婦
人
会
有
友
ム
メ

カ
さ
ん
ら
が
地
区
婦
人
会
の
実
践
発
表

を
行
い
ま
し
た
。

乙
の
あ
と
研
究
討
議
が
行
わ
れ
、
必

の
通
い
合
う
家
庭
づ
く
り
、
会
員
の
連

得
意
識
の
高
揚
、
、
心
豊
か
な
生
き
が

い
、
な
ど
に
つ
い
て
研
修
レ
、
盛
会
の

う
ち
に
婦
人
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た
・

な
お
、
会
場
に
は
市
内
の
小
中
学
生

が
描
い
た
、
家
庭
の
自
の
作
品
ゃ
、
婦

人
会
員
の
く
ら
し
を
豊
か
に
す
る
作
品

展
示
な
ど
も
あ
り
大
会
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
・

ピ27214lih

婦
人
会
員
三
百
人
が
参
加
し
て

そ

の

他

5月
奉仕の日

Oからだの不自由な人lζ，愛の手を
貸しましょう。

家庭の日

O規則正しい生活や，よい習慣を身
につけさせましょう。

県民たすけあい総参加運動

大洲市推進協議会

大洲市青少年問題協議会

日曜日

日

日

20 

況

5
 

月

め
、
自
ら
の
生
き
が
い
を
求
め
る
た
め

に
、
婦
人
会
員
の
役
割
は
ど
う
あ
れ
ば

よ
い
か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
実
践
活

動
の
研
究
を
す
る
た
め
に
聞
い
た
も
の

で
す
・開
会
式
に
続
い
て
、
「
婦
人
の
生
き

が
い
」
に
つ
い
て
、
市
教
育
委
員
会
委

員
長
神
山
諦
仁
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
.
昼
食
、
レ
ク

D
エ
1
シ
ョ
シ
の
あ
と

実
践
発
表
、
研
究
討
議
に
移
り
、
第
一

部
、
連
合
婦
人
会
の
活
動
に
つ
い
て
、

文
化
部
渡
部
み
ね
子
さ
ん
、
青
少
年
部

大
川
教
子
さ
ん
、
消
費
経
済
部
城
戸
サ

大
洲
市
婦
人
大
会
が
、
=
一
月
十
二
日

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
会
員
約
一
一
一
百
人

が
参
加
レ
て
市
民
会
館
で
開
か
れ
ま
し

た
.乙
の
大
会
は
、
必
の
通
い
合
う
家
庭

と
温
か
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
つ
く
り
を
進

昭和 52年 4

第 3

車急

福
祉
年
金
の
所

得
状
況
届

救

熱心に研修する婦人会員

心
か
ら
お
私
申
し
上
げ
ま
す
。
(
敬
称
略
)

一
万
六
平
八
百
三
十
円
(
藤
樹
祭
の
収

益
金
)
大
開
高
等
学
校
生
徒
会

一
一
干
七
百
円
(
教
育
委
員
会
よ
り
の

謝
金
)
大
洲
市
若
宮
池
川
満
一

一
万
三
平
七
百
七
+
五
円
(
拾
得
金
の

満
期
返
金
を
育
成
国
へ
)

大

洲

市

大

洲

谷

本

質

文

金
一
封
大

洲

市

大

洲

木

藤

幸

治

金
一
封
大
淵
市
八
多
喜
町
田
苗
孝
道

金
一
封
六
洲
市
平
野
町
野
田
久
保
田
美
留

金
一
封
大

洲

市

柏

木

酒

井

手

春

グ

春

賀

酒

井

忠

司

金
一
封
(
狩
別
養
護
老
人
ホ

1
ム
へ
)

大

淵

市

大

淵

井

上

重

夫

金
一
封
高
松
市
木
太
町

に
死
亡
さ
れ
た
時
は
、
土
木
支
給
年
金
の

請
求
に
な
り
ま
す
の
で
、
代
理
の
か
た

が
市
民
課
へ
年
金
証
書
と
同
鑑
を
持
参

し
て
届
げ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
年
金
(
老
齢
・
障
害
・
母
子
)

よ

う

な

と

き

で

す

・

が

五

月

六

日

か

ら

郵

便

局

の

窓

口

で

支

1
災

害

に

よ

り

生

じ

た

事

故

.

払

わ

れ

ま

す

・

2

屋

外

に

お

い

て

生

じ

た

事

故

・

本

年

の

五

月

か

ら

向

乙

う

一

年

間

の

3

公

衆

の

出

入

り

す

る

場

所

(

映

年

金

を

受

け

る

た

め

に

、

手

続

き

が

必

画

館

、

デ

パ

ー

ト

、

喫

茶

庖

な

要

で

す

。

ど

)

に

お

い

て

生

じ

た

事

故

・

年

金

を

受

領

さ

れ

た

ら

、

次

に

よ

り

4

屋

内

に

お

い

て

生

じ

た

事

故

で

年

金

証

書

を

持

参

し

て

く

だ

さ

い

.

ほ

か

に

搬

送

す

る

た

め

の

適

当

な

一

期

限

手

段

が

な

い

場

合

.

五

月

二

十

日

ま

で

。

救

急

車

を

呼

ぷ

と

き

は

、

次

の

と

と

二

場

所

を

は

っ

き

り

と

い

っ

て

く

だ

さ

い

.

市

民

課

年

金

係

・

回

大

洲

町

の

1

事

故

の

あ

ら

ま

し

と

、

げ

が

の

か

た

程

度

・

身

体

障

害

者

福

祉

強

調

運

動

に

ち

な

O

重
度
の
身
体
障
害
者
(
一
級
・
二
連
絡
所
・
・
:
忽
ド
連
絡
所
管
内
の
か

2

早
く
目
的
地
に
着
く
た
め
、
町
み
、
郵
政
省
は
、
特
別
意
匠
の
郵
便
は
級
)
で
同
手
帳
を
お
持
ち
の
満
六
歳
た

地
区
名
、
目
標
物
な
ど
.
が
き
を
四
月
二
十
日
に
発
行
し
、
そ
の
以
上
の
か
た
に
、
郵
便
は
が
き
を
一
三
持
参
す
る
も
の

3

あ
な
た
の
名
前
と
、
電
話
番
号
一
部
を
震
度
身
体
障
害
者
の
申
し
出
に
人
に
つ
き
二
中
枚
差
し
上
げ
ま
す
・
年
金
証
書

A
V
救
急
車
が
現
場
近
く
へ
到
着
し
た
と
よ
り
、
次
の
と
お
り
配
布
し
ま
す
・

O

ご
希
望
の
か
た
は
、
身
体
障
害
者
な
お
、
五
月
期
の
支
払
い
を
受
け
ず

問
機
械
mm勢佐賭川一一

-
-
s
e
e
-
-，
p
y
J可
6
6
1
F
.

、・
3fab-
わ
J
E
3
叫
吋

S
/
0
4

・

大
洲
市
指
定
天
然
記
念
物

横

野

の

フ

ジ

所

在

地

大

洲

市

横

野

所

有

者

八

坂

神

社

代

表

分

辛反

区年

市
職
員
の
人
事

異
動

き
は
、
次
の
乙
と
を
心
が
け
て
く
だ

さ
い
.

ー
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
た
ら
、
街

角
か
目
標
物
ま
で
出
て
案
内
す
る

2

救
怠
隊
員
に
傷
病
者
の
状
祝
を

説
明
す
る
0

3

処
置
は
隊
員
に
ま
か
せ
る
。

蕗三

老
人
の
健
康
管
理
に
物
品
支
給

市
は
、
四
月
一
日
付
け
で
六
+
五
人

の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

係
長
級
以
上
の
異
動
は
次
の
と
お
り

で
す
。
(
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
)

大
刑
病
院
事
務
長
東
定
一
郎
(
総
務

課
長
)
マ
総
務
部
長
兼
総
務
課
長
事
務

取
扱
高
柳
芳
久
(
総
務
部
長
)
マ
社
会

教
育
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
相
世
田
清
一

(
社
会
教
育
課
長
)
マ
農
業
委
員
会
事

務
局
次
長
田
中
金
義
(
農
地
開
発
課
事

務
専
門
員
兼
国
土
調
査
係
長
)
わ
農
殖

開
発
課
長
補
佐
兼
国
土
調
査
係
長
丹
羽

義
和
(
農
地
開
発
課
長
補
佐
)
マ
中
央

公
民
館
副
館
長
兼
申
央
m
公
民
館
係
長
松

井
要
介
(
中
突
公
民
館
副
館
長
)
マ
大

訓
学
園
庶
務
係
長
兼
児
童
指
導
係
長
水

沼
孝

ι(大
洲
学
園
庶
務
係
長
)
マ
管

田
保
育
所
長
西
岡
操
f

福
祉
事
務
所
)

マ
新
谷
保
育
所
長
嶋
滝
徳
子
(
菅
田
保

育
所
長
)

退
職
者

河
野
好
関
(
大
淵
病
院
事
務
長
)
マ

玉
木
道
総
(
中
央
公
民
館
長
)
マ
山
本

栄
徳
(
南
久
米
連
絡
所
長
)
マ
藤
沢
敦

子
(
新
谷
保
育
所
長
)
マ
亀
田
ツ
ヤ
子

(
中
央
公
民
館
専
門
員
)
マ
脇
坂
ト
シ

子
(
大
洲
学
園
専
門
員
)

市
は
、
健
康
都
市
を
宣
言
す
る
な
ど

市
民
の
健
康
管
理
ゃ
、
体
力
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
・

と
く
に
、
老
人
の
健
康
増
進
を
は
か

る
た
め
、
市
内
居
住
の
七
十
歳
以
上
の

か
た
に
、
四
十
九
年
か
ら
、
老
人
健
康

手
帳
を
交
付
し
、
理
容
、
は
り
、
あ
ん

ま
、
入
浴
料
金
な
ど
の
一
部
を
朋
成
し

て
、
健
康
管
理
の
防
長
を
は
か
つ
て
き

ま
し
た
・

し
か
レ
、
と
の
制
度
を
利
用
し
な
い

か
た
、
ま
た
は
利
用
で
き
な
い
か
た
が

比
較
的
多
い
と
と
、
ま
た
関
係
者
の
要

望
も
あ
る
乙
と
か
ら
、
種
々
検
討
い
た

し
ま
し
た
結
果
、
こ
れ
に
代
わ
る
制
度

と
し
て
、
五
+
二
年
度
か
ら
は
健
康
増

進
の
た
め
に
な
る
物
品
を
、
七
+
歳
以

上
の
該
当
者
全
員
に
配
布
す
る
よ
う
に

い
た
し
ま
し
た
・

身
体
障
害
者
に

郵
便
は
が
き
を
配
布

司す訪輔

同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

形

を

か

え

て

差
別
が
残
っ
て
い
る

ヲミ
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も
欠
く
乙
と
の
で
き
な
い
権
利
で
す
・

人
権
は
、
自
己
に
あ
る
と
同
様
、
他

人
に
も
等
し
く
存
す
る
も
の
で
す
か
ら

自
己
の
穣
利
主
張
ば
か
り
で
な
く
、
相

手
の
人
権
を
も
尊
重
す
る
と
と
を
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
・

憲
法
で
保
障
す
る
人
擦
が
、
現
実
に

噂
重
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
・
畳
間
法

週
間
に
あ
た
り
、
目
常
生
活
を
ふ
り
返

っ
て
み
ま
し
ょ
う
.

人
穫
が
侵
さ
れ
た
り
、
侵
さ
れ
そ
う

に
な
っ
た
と
き
は
、
人
権
擁
護
委
員
、

ま
た
は
、
松
山
地
方
法
務
局
大
洲
支
局

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
.
(
無
料
で
す
)

な
お
、
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
(
敬
称
略
)

兵
顕
義
高
大
洲
市
中
村

大
野
照
雄

M
H

平
野
町
野
田

上
昭
和
雄

M
H

森
山

清
水
友
之

F

費
合

楠
野
嘉
明

M
H

八
多
喜
町

水
野
満
明

和
地
区
出
身
と
い
う
と
と
で
問
題
と
な

り
、
当
事
者
の
聞
で
悩
ん
で
い
る
例
も

跡
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

憲
法
第
二
十
四
条
で
は
、
「
婚
姻
は

両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て
成
立
し

:
・
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

こ
と
を
世
間
と
い
う
監
で
妨
げ
て
い
る

の
で
す
・
で
は
本
人
間
士
の
幸
せ
を
は

ば
む
世
間
と
は
何
で
し
ょ
う
か
・
私
た

ち
一
人
一
人
が
集
ま
っ
て
集
団
生
活
を

レ
て
い
る
社
会
そ
の
も
の
で
す
・

不
合
理
な
差
別
を
残
し
て
い
る
日
本

社
会
は
、
本
当
に
民
主
化
レ
て
い
る
と

は
い
え
ま
せ
ん
・
都
港
差
別
は
過
去
の

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
一
人

一
正
が
差
別
を
残
し
て
い
る
人
間
と
し

て
か
か
わ
っ
て
い
る
社
会
問
題
な
の
で

す
.

同
和
問
題
は
、
今
日
も
日
本
社
会
の

中
に
生
き
て
い
る
も
っ
と
も
深
刻
で
重

大
な
社
会
問
題
で
す
・

基
本
的
人
権
の
尊
重
を
原
則
と
す
る

現
在
の
憲
法
の
も
と
で
は
、
「
今
さ
ら

同
和
問
題
を
持
ち
出
す
必
要
は
な
い
。

日
本
人
は
、
み
ん
な
自
由
で
平
等
で
あ

る
・
」
と
い
う
考
え
方
は
、
多
く
の
人

が
持
っ
て
い
ま
す
が
果
た
し
て
現
実
に

そ
の
と
お
り
で
レ
ょ
う
か
。

な
る
ほ
ど
、
む
か
し
に
出
ベ
て
、
日

常
生
活
で
直
接
差
別
す
る
よ
う
な
闘
は

ま
れ
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
.
し
か
し
形

廷
か
え
て
差
別
が
残
さ
れ
て
い
る
と
と

は
事
実
で
す
。

た
と
え
ば
「
全
国
部
落
地
名
総
鑑
」

が
発
行
さ
れ
、
会
社
が
鰭
入
レ
て
い
た

と
い
う
乙
と
は
河
ら
か
の
目
的
な
む
に
、

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
.
ま
た
結
婚
が
同

や|

Jむさ
lζ し
観残さ
光すを
大
がH

カエデの大木~r巻きついているフジ

八

坂

神

社

境

内

松

盛

虎

喜

神
社
境
内
、
本
殿
に
向
っ
て
右
方
に

あ
る
・

ζ
の
フ
ヲ
は
ノ
ダ
フ
ジ
系
で
、

そ
の
根
周
り
三
・

O
五
メ
ー
ト
ル
、
地

上
八
0
セ
ン
チ
の
幹
周
り
一
・
九
一
一
一
メ

ー
ト
ル
、
寓
さ
約
+
=
一
メ
ー
ト
ル
、
樹

齢
お
よ
そ
こ
百
年
、
岩
石
上
に
斜
面
に

接
し
て
、
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
の
大
木
に
巻

き
つ
き
な
が
ら
西
方
に
傾
い
て
伸
び
て

い
る
・
こ
の
カ
エ
デ
は
根
周
り
四
・
一

メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
三
メ
ー
ト
ル
の
所

で
一
二
本
に
分
か
れ
、
分
岐
点
で
そ
れ
ぞ

れ
周
り
一
・
五
一
一
一
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
-

一
三
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
が
あ
る
・

す
で
に
市
が
指
定
し
て
い
る
森
山
の

石
原
の
フ
ジ
は
、
地
上
五
分
肢
を
合
か

せ
て
根
周
り
一
・
七
四
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
十
七
メ
ー
ト
ル
、
樹
齢
お
よ
そ
百
年

横
野
の
フ
汐
は
乙
の
フ
ジ
よ
り
は
る
か

に
巨
大
で
、
学
術
上
お
よ
び
風
致
上
保

存
す
べ
き
重
要
な
文
化
財
で
あ
る
。

フ
タ
は
一
般
に
目
通
り
幹
周
り
一
メ

ー
ト
ル
以
上
あ
る
も
の
が
巨
大
級
に
数

え
ら
れ
、
根
周
り
三
メ
ー
ト
ル
以
上
あ

る
も
の
の
指
定
さ
れ
て
い
る
例
は
少
な

い。

第 25 4号

4
月
初
日
中
車
競
院
④
4
5
5
1

5
月
1
日

グ

グ

3
日

大

開

病

院

④

2
1
5
1

5
日

中

央

病

院

④

4
5
5
1

8
日

N

H

F

日
目

M

H

M

M

n

E

p

p

 

m日

u

w

u

w

ま
ど
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
、
社
会
福
祉
事
業

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま

と
乙
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
。


